
・クラスルームでの情報共有では、大半の教職員は効果的に活用してるが、あまり

見ない教職員もいるため、その格差を埋める意識改革が必要

・保護者案内文書では、必要に応じて紙媒体も併用

概　　要

①朝の職員打合せの廃止

②Google Classroomを用いて、教職員の掲示板を作成し、情報の共有化

③職員会議のペーパーレス化、分掌部会議題の一括ファイル化

④マチコミメールの活用

　→各種たよりのペーパーレス化

　→保護者からの欠席連絡　など

⑤学校評価でGoogleFormの活用　など

取組効果

・時間削減（集計業務、印刷帳合、配布、、、）

・情報共有で記録が残る

※1回あたりの削減

①～10分　②～？　③～30分以上　④～1時間　⑤１時間以上

課　　題

学校名：神恵内村立神恵内小学校（学級３学級　児童生徒数21人）管内　後志

事例項目 ICTの活用

画像添付２画像添付１
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〇学年によっては、教材の準備に時間がかかってしまう。

〇一人一人の意識の醸成も今後必要である。

概　　要

＜今年度の実施＞

☆欠席・遅刻の連絡をデジタル化

　（Tetoruの活用）　７月頃より

☆定時退勤日　１７時前施錠

１～４年生の４時間

５～６年生の５時間授業

☆宿題等の印刷

　→SSS（スクールサポートスタッフ）に配置

〇保護者地域との連携・協働

　→ＣＳなど地域の人材をフル活用

〇学校行事の精選

　→過度な練習にならないように発表種目などを考慮する

〇適切な教育課程の編成

　→余剰時数の大幅削減

取組効果

〇tetoru導入により、保護者連絡についてデジタル化できた。

〇定時退勤日の設定により、職員の退勤時間が早まった。

〇人材の活用により、準備時間などの削減ができた。

〇行事が適切な教育課程の中で実施できるように進めた。

課　　題

学校名：倶知安町立倶知安小学校（学級数13学級　児童生徒数246人）管内　後志

事例項目 業務精選
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・通知表の締め切りがないため、各教科（特に算数）の進度が遅れがちになる学年

がいくつかあった。（定着度合いをみて、予定より時数をかけてしまった）

・総合的な学習の時間や3・4年生の外国語活動は、指導要録では所見のため、年度

末の業務がやや多くなってしまう。

概　　要

・通知表発行回数を年3回から年度末のみに変更

1　7月、12月に実施していた教育相談を希望制から全家庭を対象とする。

2　教育相談をできるだけ学期末に実施する。

3　成績一覧表をもとに教育相談を実施する。

4　総合的な学習の時間、3・4年生の外国語活動も観点別で評価する。

取組効果

・所見の作成、通知表提出締め切り前に合わせた各教科単元の時数調整などが必要

なくなり、学期末に時間的、精神的なゆとりが生まれた。

・担当者による所見文の添削やチェック等の作業が削減され、担当者が担任業務な

どに専念することができた。

・保護者により細かな児童の実態を伝えることができ、家庭との情報共有や長期休

業中の取組につなげることができた。

課　　題

学校名：留寿都村立留寿都小学校（学級数7学級　児童生徒数80人）管内　後志

事例項目 通知表発行回数の削減
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保護者の手伝いの急な変更への対応

概　　要

１　PTAの呼びかけで、保護者が持久走大会での児童の周回数のカウント手伝い

２　PTAの呼びかけで、体育でのボルダリング活用時に、セーフティマットの準

備・片付け、児童の見守り活動

３　図書ボランティアに登録されている地域の方による読書活動

取組効果

職員の負担軽減や準備・片付けにかかる時間の縮減により、児童への指導の充実

を図ることができた

課　　題

学校名：小樽市立張碓小学校（学級数７学級　児童生徒数５３人）管内　後志

事例項目 保護者・地域等との連携協働
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□出欠など全員から確実に集約を要するものについて、フォームのみでは未回答が

多い。

□部活動関連（遠征費等）の徴収については、急に必要となる場合が多く、口座振

替をするのが難しい。

概　　要

１　教職員間の連絡でC4thを活用  ※保健室利用状況共有含む

２　教室にいる教員へ追加欠席連絡にGoogle Chatを活用

３　学校評価、一部出欠確認等のformでの回答

４　保護者向け文書（連絡）メール一斉送信

５　学校徴収金口座振替

６　勤怠管理の完全デジタル化

７　生徒用時間割、テスト範囲をクラウド上で配付

８　小テスト作成及び採点業務でwebアンケートフォームを活用

９　定期試験教科・回数の削減

10　テスト日（採点業務日）の部活動及び会議等中止

11　学校ボランティアによる学校図書館整備

12　学校行事内容の精選

取組効果

□特にアンケート調査でのメリットは大きく、集計時間が大幅に削減されている。

約１０時間／年　□学校徴収金は現在のところ、部費以外は口座振替または振込に

なっており、働き方改革のみならず、金銭事故の未然防止にもつながっている。約

３時間／年　□図書館ボランティアと学校のニーズを共有することで、支援の幅が

広がり、図書館担当教諭の負担が大幅に削減できた。約３時間／１回

課　　題

学校名：余市町立旭中学校（学級数5学級　児童生徒数119人）管内　後志

事例項目 ICTの活用・図書館ボランティアの活用・学校行事の精選

画像添付２画像添付１
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